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☆ 理研 MIRP の新しい試み ☆ 

～「PET科学アカデミー」開講について～ 

  

理研 MIRP には、製薬企業からいろいろな要望や問

い合わせが来ているそうですが、この度、そのご要望

の一部にお答えするために、PETを中心に分子イメー

ジングの本格的な教育・研究を行う「PET 科学アカデ

ミー」を開講することにされたそうです。このアカデミー

では半年、１年という単位で講義だけでなく、実際に

実践的研究も通して、製薬企業、研究機関等の所属

機関に戻った後に、分子イメージング研究のリーダー

的立場となる方を養成する講座となるそうです。              

  

 

すでにご存知の方もいらっしゃるかもしれませんが、

理研 MIRP より、この「PET 科学アカデミー」の概要、

スケジュールなどを入手致しましたので、以下、 

ご案内しますね。なお、費用等の詳細については、

理研MIRP までお問い合わせ下さいとのことです。 

 

 

------------------------------ 

 

理研分子イメージング研究プログラム（MIRP） 

- 「PET 科学アカデミー」受講生を募集 -  

 

 

製薬企業、研究機関、病院等関係者の皆様へ 

 

 独立行政法人理化学研究所分子イメージング研究プログ

ラム（MIRP）では、創薬研究プロセスの革新を目指した分

子イメージング研究を進めていますが、このたび、創薬研

究開発に携わる研究員等を対象とし、PET（陽電子放射断

層撮影法）を中心とした教育・研究を行う「PET 科学アカデ

ミー」を平成 19年 10月より開講します。 

  PET を中心とした分子イメージング研究に関わる広汎な

領域の先端的知識を活用できる研究者、医療技術者、企

業研究者、治験計画立案者などを養成し、受講後は、製

薬企業や病院、研究機関に戻り、分子イメージング研究の

プロジェクトリーダーとして活躍することを期待するもので

す。既存の大学院修士課程における PET 学のコースをさ

らに充実発展させた集中コースで、PET 用分子プローブの

合成や機能評価、画像データ解析、霊長類を用いた研究、

動物からヒトへの橋渡し的研究における PET の有用性等

の講義および実習的研究を有意義に組み合わせて研究

指導を行います。 
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最先端の分子イメージング研究を進めている理研や大学

の講師陣による講義を受講するとともに、MIRP のチームに

所属し、MIRP の研究員と共に研究活動（MIRP の研究テー

マ）に毎日携わる実践的内容になっています。 

 詳細は、MIRPのホームページ URL: 

http://www.kobe.riken.jp/mirp/seminer/pet_academy/riken

_pet_academy2007.htm で紹介しています。お申し込みは、

平成19年 8月 24日（金）までとなっておりますので、ふるっ

てご参加ください。 

 

問い合わせ先： 

独立行政法人理化学研究所 神戸研究所 

研究推進部企画課 （担当 ： 松田、田中 ） 

住 所 ：〒650-0047  

神戸市中央区港島南町 2-2-3 

  T E L ： 078-306-3007, -3130 

  F A X ： 078-306-3039 

  E ﾒｰﾙ ： pet-academy@riken.jp 

 

＜参考＞ 

 

１． 概要 

・ 半年間（10月～3月）を第１ゼメスターとし、１年間の受講

を希望する場合は、第２ゼメスター（4 月～9 月）を受講し

ていただきます。なお、受講生が論文博士として学位取

得を希望する場合は、相談の上、受け入れ期間を検討し

ます。 

・ １ゼメスターは、10～20名程度とします。 

・ 本受講生は、理研の委託研究生として受け入れます。た

だし、共同研究契約を別途締結する場合は、客員研究員

になります。いずれの場合も、その身分に応じた理研の

規程に従っていただきます。 

・ 最先端の研究を行っている外部研究機関の研究者にも

講師にもお願いしています。 

・ 主に理研神戸研究所（神戸ポートアイランド）において実

施します。 

 ※居室スペースについては、近隣の施設を利用すること

もあります。 

・ 研究実費として受講料が必要になります。 

 

 

 

２．スケジュール 

 

（１） 第 1ゼメスター（10月～3月） 

・ 週に 2 回程度（90 分×2 コマの計 10 週 40 コマ程度）

の講義を受講していただきます。（集中講義とする場合

もあります。） 

・ MIRPの研究チームに所属し、実験・研究を行います。 

・ 3 月に MIRP内部での報告会を行います。 

 

（２） 第２ゼメスター（4月～9月） 

・ 第１ゼメスターに引き続き、MIRP の研究チームにおい

て研究を行い、国際学会での発表や論文としてまとめ

ます。（なお、研究生の学会参加にかかる費用は、企業

等で負担いただきます。） 

・ MIRP が開催するセミナー・シンポジウムに参加いただ

きます。 

 

３．第１ゼメスターの内容 

 

（１）講義 

① 分子イメージング研究総論 

（分子イメージングの原理、放射線核種の特徴、 

PETの優位性および安全性等の講義） 

② 新規 PET分子プローブの創製に関する教育 

（疾患対応分子プローブの開発、前駆体の合成、導入

放射核の選択、導入方法・条件の設定等の講義） 

③ PET定量解析法、PETでの計測および定量性に関す

る教育 

④ 新規PET薬物動態解析法の開発に関する教育 

（in vitro や動物実験を含めたプレクリニカルリサーチ） 

⑤  PET分子イメージングによる再生医療の高精細化に

関する教育 

⑥ 臨床試験における PETデータの有効活用に関する 

教育 

⑦ トランスレーショナルリサーチ、創薬・疾患診断に関す

る応用事例 

⑧ PET以外のモダリティーに関する教育 
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（２）研究 

① 分子イメージング研究のためのラベル化法の修得 

（理研で開発した 11C、18F、68Ga を用いたラベル化法を

中心に、生物活性低分子化合物（阻害剤や作動薬）

からオリゴペプチド、オリゴ核酸、オリゴ糖、さらには

高分子化合物（タンパク質、抗体など）のラベル化法

を修得・実践する。） 

② 新規 PET分子プローブに関する研究 

（理研で研究対象に選んだ疾患標的に対する疾患対

応型新規分子プローブの PET プローブ化を修得・実

践する。） 

③ PET での計測および定量性に関する実験 

（PET での計測原理や定量性のある画像データを得る

ための各補正、画像再構成法を習得し、実際の PET

実験方法を習得・実践する。） 

④ 新規PET薬物動態解析法の開発に関する研究 

（薬物の吸収・分布・代謝・排泄（ADME）の全ての過程

に関わる薬物トランスポーターに対するほとんどの分

子プローブを開発する。） 

⑤ 臨床試験における PETデータの有効活用に関する 

研究 

（アルツハイマー病や腫瘍に対するPET臨床試験デー

タの取得、解析とそのデザインと有効活用の研究を

行う。） 

 

以   上 

 

========================================== 

 

★ 国際バイオ Expo での活動 ★ 

ちょっと前の話になりますが、6月20日～22日に東京

ビッグサイトで開催された第６回 国際バイオ Expo で

は、放医研はPET研究を中心に計６題の研究成果発

表を展示場内特設会場で開催され、いずれも高い人

気を集めていました。中でも、佐賀恒夫先生の「分子

イメージングでがんを探る」とのタイトルのご講演には、

席数 50席の会場に立ち見も含めると計 150名近くの 

 

 

 

 

方が聴講され、この領域の関心の高さを再認識させ 

られました。なお、会場でお土産に配られていたアメ

は、ネズミの絵や、脳画像、MCI のマークが入った可

愛いもので、味もとってもイケてたことも申し添えてお

きましょう。 

 

一方の神戸のチーム （“KMII”＝Kobe Molecular 

Imaging Initiative） は、今回は、医薬品開発に PETを

活用するには欠かすことのできないマイクロドージン

グ試験についての認識をまずは楽しみながら深めて

もらえればと、雑誌「臨床評価」に連載中の「マイクロ 

ドーズ・探索臨床試験研究会リレーエッセイ」から、

「Microdosing－勇気をもって背広組から化合物を取り

返せ－」、「フェーズ I試験スキップ論」、「芸術家たる

合成化学者が新しい創薬の扉を開く」、「三越大根プ

ロジェクト（MDP）、別名プロジェクト KFD（ケンタッキー

フライドデータ）」の４篇を抜粋して冊子にしたものを神

戸ブースにおいてみました。このお洒落な文章に虜に

なった方も少なくなかったようで、あっという間に並べ

た冊子はなくなっていきましたことをご報告致します。

なお、これらのエッセイは、「臨床評価」のホームペー

ジ http://homepage3.nifty.com/cont/index.htm から

もご覧になることができますので、ご興味がおありの

方はどうぞご参照下さい。 
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☆ 神戸に来たら －その６－ ☆ 

～夏は何たってクルージング！～  

さて、神戸に来たらシリーズ－その６－では、夏ならではこ

そ、心地よい潮風を感じながら、六甲山を背景にした神戸

の町を海側から楽しめるクルージングについてのご紹介を

致しましょう。 

まず、神戸港クルーズには、大きく分けて２種類あります。

一つは、東京湾クルーズでいえばシンフォニー号に相当す

る優雅なレストラン船で、「ルミナス神戸２」や「コンチェルト」

がこれにあたります。もう一つは 1000 円程度の乗船料で気

軽に神戸港を楽しめる遊覧船で、「ファンタジー」「ロイヤル

プリンス（帆船型）」「ロイヤルプリンセス」「Villagio Itaｌia」な

どがこれに該当します。今回は、せっかくですので、よりクル

ーズ気分を満喫できるレストラン船の方について少しお話し

てみますね。 

 

「ルミナス神戸２」は総トン数 4778 トン、定員1000名の日

本最大のレストラン船で、就航は 1994 年、船内はフランス

の豪華客船ノルマンディ号をイメージして建造されアールデ

コ調に統一されていますが、部屋によって、家具、調度品は

かなり違っています。お料理はフランス料理が中心、航路に

世界最長の吊り橋である「明石海峡大橋」の下を通過する

便を持つことなどがセールスポイントといえるでしょうか。乗

船は、神戸メリケンパークホテル２階の中央突堤旅客ターミ

ナルからで、乗船料は明石海峡大橋の下をくぐる周遊コー

スが 3150 円、その手前の神戸空港沖までの航路は 2100

円になっています。お食事代は別途、それぞれ希望するコ

ースを選ぶという形式です。より詳しくは下記からどうぞ。 

http://www.luminouskobe.co.jp/ 。なお、 「ルミナス神戸２」

はかなりリッチな憧れのクルーズで、昨年、学生さんのリク

ルートにこの船でのクルーズを組み込んだ大学があり、ちょ

っとした話題になりました。 

 

 一方、「コンチェルト」の方は、総トン数2138 トン、定員604

名ですから、大きさ的には東京のシンフォニーと近いといえ

ます。ただ、両方乗船したことのある筆者の感想としては、

船内の内装はシンフォニーよりも「コンチェルト」の方がより

美しく快適なように感じました （←シンフォニーの内装が変

っていなければ・・・）。 

 

 

「コンチェルト」の就航は1997年7月ですので、今年でちょう

ど就航 10周年！。お料理は中華が中心で、一部鉄板焼き

もあるようです。申し込む便やコースにもよりますが、船内

でクラシックやJAZZの生演奏の時間があって、お料理や景

色だけでなく、そちらも楽しめるというのがセールスポイント

になっています。乗船は、ハーバーランドのレストラン街モ

ザイク前の岸壁からで、乗船料は明石海峡大橋の手前まで

の周遊で 2100 円で、こちらもお食事代は別途、それぞれが

希望するコースを選ぶという形式です。なお、土日のサンセ

ットクルーズやディナークルーズは大変な人気でかなり混む

ようですので、事前に予約して行きましょう。より詳しくは

http://www.kobeconcerto.com/index.asp  からどうぞ。 

 

上記の 「ルミナス神戸２」 も 「コンチェルト」ともに美しい

白い船体が印象的な船ですが、「ルミナス神戸２」が スマ

ート、クールという印象なら、「コンチェルト」の方は、マスト

上の真珠のネックレスのようなライトアップが夜にはとても

美しく、魅惑的という言葉がより似合うといえるかもしれませ

ん。また、後部デッキがゆったりとしており、テーブル、椅子

が置かれていて、潮風に吹かれながらのクルージングも楽

しめるのも「コンチェルト」の魅力でしょうか。 

 

さて、リッチなクルーズディナーを楽しまれるかどうかは、

時間やお財布とご相談されるとして、一度、ハーバーランド

周辺からその美しい姿だけでも一目ご覧になってはいかが

でしょう？ 皆さまのご感想やいかに。 

 

 

←<コンチェルト> 

 

 

 

 

 

 

 

<ルミナス神戸２>→ 




